
 

 取手市(戸頭)にお住いの故･土井尚義さんは戦後アメリカ占領軍の下で起きた憲法

違反の無法な弾圧「政令 201 号事件」の被害者として「人権救済」を求め立ちあがりま

した。 

日本弁護士連合会は、今年８月２８日、調査の結果、マッカーサー指令がポツダム宣言

からも逸脱したもので、土井尚義さんの訴えは正当であることを確認、安倍首相・大田国

土交通大臣・ＪＲに対し、土井尚義さんの名誉回復・謝罪・損害補償を求める「勧告」を出

しました。 

この弾圧事件は新憲法の下で新しい国づくりを求める運動を恐れた占領軍(マッカー

サー)が、S23 年 7 月、政府に｢書簡｣を出し、それを受け芦田内閣が公務員の争議行為

を全面禁止する憲法違反の｢政令 201 号｣を出し、運動の中心的な役割を果していた国

鉄などの労働組合を弾圧した事件です。この弾圧で、平和と民主主義、生活向上を目指

す運動は抑えられ、その後の「レットパージ」攻撃へ続き、今日まで公務員の争議権は奪

われたままです。 

今回の「勧告」は公務員の労働基本権を取り返すうえで今後の闘いへの大きな展望

を与えるものになります。 
 

  

挨拶：土井道子 

報告：戸張順平・鮎川泰輔 

(弁護士法人・茨城の大地、弁護士) 

  ：田村武夫（茨城大学名誉教授） 

  ：塚越恵子（支える会・会長） 

  ：大橋豊（レッドパージ訴訟原告） 
 

★ 参加者からの発言など 
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当連合会は、申立人亡土井尚義申立に係る人権救済申

立事件(2011 年度第 5 号人権救済申立事件)につき、貴

殿に対し、以下のとおり勧告する。 

 

第 1・勧告の趣旨 

  申立人は、1948年(昭和23年)8月 9日付けで旧国

鉄札幌鉄道局から懲戒免職処分を受けた者であるが、

同処分は、本来適法な申立人の争議行為について、労

働基本権を違法に剥奪した同年 7 月 31 日公布の政令

201 号を根拠になされたものであり、申立人の労働基本

権及び勤労の権利という人権を侵害した違法な処分で

あることが認められる。 

  このような労働基本権及び勤労の権利の侵害は、当

時我が国が連合国最高司令官総司令部（GHQ）の占領

下にあり、同司令部の指揮により同政令が公布されたと

しても、許されるものではない。 

  よって当連合会は、国に対し、可及的速やかに、申し立

て人の被った被害の回復のために、謝罪と名誉回や補

償を含めた適切な措置を講ずるよう勧告する。 

第 2・勧告の理由 

 別紙「調査報告書」のとおり。 

 

勧告書は、安倍総理大臣、太田昭宏国土交通大臣、そ

して旧国鉄を引き継ぐ、独立行政法人鉄道建設・運輸施

設整備支援機構の理事長宛てに出されました。 

（関東鉄道常総線） 

戸頭駅 


